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研究成果の概要（和文）：本研究は、眼球運動系と前庭系の相互作用を利用した新しい平衡リハビリテーション
を開発することを目的としてきた。平衡機能障害の程度を評価するために、新しい半規管機能評価法である
video Head Impulse Test (vHIT)を用いた。従来評価することのできなかった垂直半規管の機能評価も可能であ
ることが確認されたが、メニエール病患者では異常が検出されにくい等、疾患による差異も確認された。聴神経
腫瘍症例に対してvHITを行い、前半規管は他の半規管に比べ障害を受けにくいこと、半規管障害は難聴の程度と
相関することを報告した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this research is to develop novel vestibular rehabilitation
 relating interaction between eye movement system and vestibular system. Video Head Impulse Test 
(vHIT) has been used to evaluate the function of semicircular canal. Although vertical canal 
function could not be evaluated by conventional tests, dysfunction of the semicircular canals, 
including the vertical canals, in patients with vestibular schwannoma (VS) was detected by vHIT. The
 anterior semicircular canal was less frequently involved than the horizontal or posterior 
semicircular canal. And significant negative correlations were observed between the semicircular 
canal function and hearing level in patients with VS. 

研究分野：耳鼻咽喉科
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
末梢前庭障害による難治性の平衡障害に対しては、薬物治療の有効性に乏しく、平衡リハビリテーションによる
治療効果が期待される。回転による前庭刺激と、滑動性眼球運動刺激を組み合わせた新しい平衡リハビリテーシ
ョンを開発することによって、従来のリハビリテーションと比べてより高い有効性が得られる可能性がある。平
衡障害は患者の生活の質を著しく下げるものであり、それに対する新規治療法の開発は、平衡障害に悩む患者に
とって大きな福音となるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 末梢前庭障害における平衡障害に対しては、急性期においては薬物治療が中心となるが、万
世紀におけるふらつきに関しては薬物治療のエビデンスには乏しいのが現状である。また、一
般的には小脳による前庭代償により徐々に症状は改善するといわれているが、長期間にわたっ
て平衡障害が持続し、生活の質を低下させる大きな要因となっている症例を日常臨床で経験す
る。代償不全による平衡障害の治療の選択肢として平衡リハビリテーションが挙げられ、有効
性も報告されている。 
 前庭系と視覚系は、頭部回転時の前庭動眼反射に代表されるように密接な関連があり、前庭
動眼反射が十分に働かないことで、頭部運動時のふらつきが誘発される。これまでに我々はニ
ホンサルを用いた過去の研究で、前庭入力を用いた訓練により、予測性眼球運動の潜時短縮や、
関連する大脳領域のニューロン応答の潜時短縮を報告している。 
 
２．研究の目的 
 前庭-眼球運動系の相互作用を利用した新しい平衡リハビリテーションを開発する 
 
３．研究の方法 
 サルで眼球運動の適応性変化がみられた、前庭刺激を用いた眼球運動訓練をヒトにも行い、
適応性変化がみられるかどうか、平衡機能の改善がみられるかどうか、を検討する。 
 
４．研究成果 
 新しい平衡機能検査法である video Head Impulse Test（vHIT）を用いて、新しい平衡リハ
ビリテーションの効果を検討する予定であったが、vHIT の導入に時間を要してしまったこと、
回転刺激を与える器械の関係上、平衡リハビリテーションの効果を評価することができなかっ
た。 
 研究としては、vHIT を用いて末梢前庭障害患者の半規管機能評価を行うところまで行った。
従来、半規管機能検査として用いられてきたカロリックテストは 3つの半規管のうち、水平半
規管のみの評価であったが、vHIT を用いることですべての半規管の機能評価が可能となった。
聴神経腫瘍症例において、従来評価不能であった水平半規管以外の半規管機能評価を行い、論
文として報告した（Fujiwara et al. Ann Otol Rhinol Laryngol 2019）。 
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